
尊厳を守る「身体的拘束最小化」宣言 

 

 

当院では、患者さまの「尊厳と自由」を守るため、「原則として身体的拘束を

行わない」方針を病院全体で掲げています。 

私たちは、患者さまとそのご家族の意思を尊重し、心地よく安全な入院生活を

送っていただけるよう、全職員が創意工夫と深い思いやりを持って日々のケア

にあたっております。 

「身体的拘束を行わない医療・看護」の実現に向け、多職種で構成する身体的

拘束最小化チームによる以下の取り組みを通じて、組織一丸となって徹底する

ことを宣言します。 

 

＜身体的拘束最小化の取り組み＞ 

・ 最小化の検討や状況の報告を行う委員会を３か月に１回以上開催します。 

・ 身体的拘束を行われている患者がいる場合、最小化チームは定期的に巡回

を行い、解除に向けた検討を適宜実施します。 

・ 入院患者さまにかかわる全職員を対象とした研修を年に２回以上実施し、

拘束を必要としないケア（代替策や用具の導入）を積極的に提案・推進し

ます。 

・ 身体的拘束に使用する用具は病棟外の１か所で管理し、最小化チームは使

用状況を把握します。 

・ やむを得ず拘束を検討する場合、拘束を行うリスクと行わないリスクの両

面について、患者様とご家族に十分な説明を行い、意向を聴取いたします。 

 

＜身体的拘束の実施状況＞ 

  実施割合 令和８年２月～４月 2.1％ （地域包括ケア病棟 ０％） 

 

令和８年６月１日 

放射線第一病院 院長 木本 眞 


